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＊お知らせとお願い＊

【学術大会参加の皆様へ】
1．午前 9 時よりコンベンションセンター 1階にて受付を行っております．

2．学術展示，一般症例展示，認定医更新用症例報告者および共同発表者は，いずれも本学

会会員であることが必要です．

3．クロークは 3階にございます．

【ご質問される皆様へ】
ご発言は座長の指示に従い，必ず所属，氏名を明確にしてください．質疑応答の記録は取

りません．

【座長の方へ】
1．担当される演題予定時間の 15 分前までに次座長席におつきください．

2．追加・質問での発表者には所属，氏名を明確にさせてください．

時間厳守にご協力いただき，円滑な発表と討論の場となるよう，ご配慮をお願いします．

【同時通訳レシーバご利用の方へ】
紛失された場合は弁償金が課されますので使用後はただちにスタッフにご返却ください．

【学術展示・一般症例展示の方へ】
1．学術展示会場は 3階ホワイエ，一般症例展示会場は 2階会議室 3─1 です．

2．展示時間は 9：45～16：45 までです．

3．展示受付および搬入は 9：00～9：45 までにお願いします．

4．展示は展示番号の場所にお願いします．

5．展示をされておられる先生は，13：00～13：45 に展示場所にご待機ください．

6．搬出は 16：45～17：00 までに速やかにお願いします．

【認定医更新用症例報告の方へ】
1．認定医更新用症例の審査・展示会場は 2階会議室 2です．

2．受付および搬入時間は 9：00～9：45 までです．

3．展示は展示番号の場所にお願いします．

4．試問時間は 12：00～13：45 までです．各先生の試問開始時刻は 2 階会議室 2 の受付

にて確認してください．なお，試問時間に変更がある場合がありますので，当日のアナ

ウンスにはご注意ください．

5．試問を受ける方は必ず試問開始時刻の 15 分前に試問会場（2 階会議室 2）に集合して

ください．
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【学術展示・一般症例展示・認定医更新用症例報告をご覧の皆様へ】
1．学術展示・一般症例展示の演者が，13：00～13：45 に展示場所に待機しております

ので，ご自由に討論なさってください．

2．9：45～13：45 までは，審査および試問のため認定医更新用症例報告展示会場，コン

ベンションセンター 2階会議室 2への入室・閲覧はできません．

3．認定医更新用症例報告症例閲覧は，コンベンションセンター 2階会議室 2 で 13：45～

16：45 まで行います．

4．展示の資料は展示者にとって非常に大切なものです．最大の注意を払ってご覧ください．

5．特に，模型は壊れやすいので，なるべく机上に置いたままご覧ください．手にとって観

察される方は，両手で安定した姿勢でお願いします．

6．展示の資料を破損された方は必ず大会事務局（コンベンションセンター 2階会議室 3─2）

にご連絡ください．

【矯正器材展示をご覧の皆様へ】
矯正器材展示は 9：45～16：00 まで，1 階会議室 1および研修室で行っております．
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第 53 回近畿東海矯正歯科学会学術大会
進行予定表

懇親会のご案内

1．日　　時：6月 4 日（土）18：00～20：00

2．会　　場：レストランミネルバ　

〒565-0871　吹田市山田丘2-2　銀杏会館 2F（大阪大学吹田キャンパス内） 

TEL：06-6879-3605　FAX：06-6879-3608

3．会　　費：8,000 円　

ご出席の場合，氏名（個人名）をご記入の上，下記口座までお振り込み下

さい．

口座番号：三井住友銀行　千里中央支店　938843

第 53 回近畿東海矯正歯科学会学術大会　事務局長　社　浩太郎

4．申込期限：平成 23 年 5 月 23 日（月）
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開 会 式 9：45～ 10：00　大阪大学コンベンションセンター 3階 MOホール

司会　社　浩太郎

開会の辞 第 53 回近畿東海矯正歯科学会大会長 中川浩一

挨　　拶 近畿東海矯正歯科学会会長 嘉ノ海龍三

社団法人 大阪府歯科医師会会長 太田謙司　先生

特別講演1　10：00～11：15　大阪大学コンベンションセンター 3階 MOホール
座長：嘉ノ海龍三

演者：W. E. Roberts　先生

　　　（インディアナ大学 名誉教授）　

演題：「Fundamental Principles of Bone Biology Applied to Clinical Practice」

（同時通訳有）

展示閲覧 11：15～ 12：00

学術展示：3階 ホワイエ；一般症例展示：2階 会議室 3-1；器材展示：1階 会議室 1お
よび研修室

総 会 12：00～ 12：30　大阪大学コンベンションセンター 3階 MOホール

昼 食
1．カフェテリア“匠”（コンベンションセンター玄関出て右斜め向い）

2．レストラン“ミネルバ”　（銀杏会館 2F（14 ページに地図））

以上2施設を11：00～14：00に臨時営業させていただく予定ですのでご利用ください．

展示閲覧および質疑応答　13：00～ 16：45　

学術展示：3階 ホワイエ；一般症例展示：2階 会議室 3-1；器材展示：1階 会議室 1お
よび研修室

13：00～ 13：45　学術展示・一般症例展示　質疑応答時間

13：45～ 16：45　認定医更新用症例報告症例閲覧：2階 会議室 2　
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特別講演 2 13：45～15：00　大阪大学コンベンションセンター 3階 MOホール

座長：中川浩一

演者：溝口　到 先生

　　　（北海道医療大学口腔構造・機能発育学系・歯科矯正学分野教授）

演題：「下顎骨の成長現象と下顎頭軟骨の生物学的特徴」

特別講演 3 15：10～16：25　大阪大学コンベンションセンター 3階 MOホール

座長：社　浩太郎

演者：飯田征二 先生

　　　（岡山大学大学院・医歯薬学総合研究科・顎口腔再建外科学分野教授）

演題：「顎顔面の骨延長術」

閉 会 式 16：25～ 16：45　大阪大学コンベンションセンター 3階 MOホール

司会　社　浩太郎

閉会の辞　第 53 回近畿東海矯正歯科学会大会長 中川浩一
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学術展示 9：45～ 16：45　　3階　ホワイエ
（13：00～ 13：45　質疑応答時間）

01　てんかん発作により咬合不正を生じた矯正治療

金　実羽子　 本庄美穂 出村　昇 （金沢医科大学矯正歯科学教室同門会）

02　混合歯列期 ClassⅢ不正咬合における SECⅢの治療効果について

山本昌宏 松本尚之 （大阪歯科大学歯科矯正学講座）

03　口蓋裂閉鎖時における歯肉骨膜形成術（GPP）の検討

平野吉子 （大阪府）

（大阪府立母子保健総合医療センター口腔外科）

04　tooth size ratio に配慮し治療を行った下顎右側側切歯先天性欠如を伴う上顎前突症例

鈴木靖彦 藤原琢也 判治恭子 　田島亜沙子　　後藤滋巳

（愛知学院大学歯学部歯科矯正学講座）

05　下顎骨右方偏位及び過蓋咬合を伴う著しい上顎前突症例

柴田桃子 宮澤　健 　川口美須津　 秦　佑樹 田渕雅子 後藤滋巳

（愛知学院大学歯学部歯科矯正学講座）

06　上顎前歯部交換期における叢生症例に対する上顎側方拡大について

親里嘉方 （大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）

07　上顎前歯部の歯槽形態と顔軟組織形態との関係

南　哲至 川端淳司 西島貴之 　嘉ノ海龍三＊ 北井則行

（朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座歯科矯正学分野）
＊（兵庫県）

08　スクリュー型 TAD 脱落率の埋入部位間における比較

岡下慎太郎　 荒垣芳元 居波　薫 松本尚之

（大阪歯科大学歯科矯正学講座）

09　マルチブラケット装置装着前後の顔軟組織形態の三次元的変化

平岡紗世子　 向井陽祐　 村林　学 勝又明敏＊　　藤下昌己＊

北井則行 （朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座歯科矯正学分野）
＊（朝日大学歯学部口腔病態医療学講座歯科放射線学分野）
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10　下顎第一小臼歯部抜歯窩の頬舌的幅径の経時的変化について

久保晴美 （大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）

11　3D 模型ソフトを用いた矯正診断について

前田卓也 大浦寿哉 （大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）

12　ムーシールドの治療結果に影響を与える要因

頏村高行 （大阪府）

13　右側口角の下垂を認めた成人女性 1例の口唇閉鎖機能

佐橋喜志夫　 小林武裕＊ 　高木あすか＊ 川端淳司＊ 北井則行＊

（岐阜県）
＊（朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座歯科矯正学分野）

14　 片側下顎頭肥大を伴う男児の顎関節動態：運動円滑性と顎関節空隙の定量的解析と比

較

柴田美佳　　社　浩太郎　 闍田健治

（大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）

15　上顎骨の側方拡大と上下顎同時移動術の併用により顔貌の改善を得た一治験例

飯田千絵 吉田千秋 闍田健治

（大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）

16　 大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室における専門医育成のための大

学院教育の現状

闍田健治 飯田千絵 谷川千尋 　社　浩太郎　　上松節子 吉田千秋

留　和香子　　松崎聖美　 垣内康弘　　嘉ノ海龍三　 中川浩一

（大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）

17　外科的矯正治療による咀嚼運動巧緻性の改善：小顎症および下顎前突症例について

社　浩太郎　 鳥井美帆＊ 　森田由佳子　　闍田健治

（大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）
＊（大阪府）

18　唇顎口蓋裂患者における口腔内延長器を用いた上顎骨延長術の一治療例

滝川陽子 闍田健治 （大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）
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一般症例展示  9：45～ 16：45　　2階　会議室3-1
（13：00～ 13：45　質疑応答時間）

1．上顎前突

1-01　 2の先天欠如，著しい叢生および過大な FMA を伴う骨格性上顎前突症例

好田春樹 （大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）

1-02　AngleⅡ級下顎左側第二小臼歯埋伏症例

及川紀佳子　　武東雅子 江藤美希＊ 箕浦沙恵＊ 山田尋士＊＊

（大阪府）
＊（大阪歯科大学歯科矯正学講座）

＊＊（近畿矯正歯科研究会）

1-03　下顎骨の後退を伴う骨格性上顎前突症例

鳥井美帆 滝川陽子＊　　社　浩太郎＊ 闍田健治＊

（大阪府）
＊（大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）

1-04　側貌の改善が得られた骨格性上顎前突抜歯症例

岡本篤剛　　嘉ノ海龍三 （兵庫県）

2．下顎前突

2-01　二期治療を行った下顎前突非抜歯症例

能治佳津子 （阪大矯正臨床研究会）

（近畿矯正歯科研究会）

3．叢　　生

3-01　上顎前歯唇側傾斜を伴った AngleⅠ級叢生症例

佐奈正敏 （中日本矯正歯科医会）

4．上下顎前突

4-01　上下顎前突症例

武東雅子　　及川紀佳子　 江藤美希 箕浦沙恵 山田尋士＊

（大阪歯科大学歯科矯正学講座）
＊（近畿矯正歯科研究会）
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5．開　　咬

5-01　インプラントアンカーを用いて非抜歯による治療を行った開咬症例

岡　綾香 滝川陽子　　社　浩太郎　 闍田健治

（大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）

7．外科的矯正治療

7-01　上顎歯列の狭窄を伴う骨格性 3級下顎骨左方偏位症例

新宅優子　　谷川千尋　　闍田健治

（大阪大学大学院・歯学研究科・顎顔面口腔矯正学教室）

認定医更新用症例報告  9：45～ 16：45　2階　会議室2

（9：45～ 13：45　審査および試問のため，入室・閲覧はできません．）

1．上顎前突

A1-01　叢生を伴った AngleⅡ級上顎前突症例

伊神真次 （愛知県）

A1-02　下顎の成長を利用して改善したアングルⅡ級症例

峰　啓介 （三重県）

A1-03　上下顎前歯部の叢生を伴う上顎前突症例

杉本英之 （愛知県）

A1-04　下顎骨劣成長を伴う上顎前突症例

亀山威一郎 （愛知県）

2．下顎前突

A2-01　上顎前歯部に叢生を伴う骨格性下顎前突症例

伊藤英子 （愛知県）
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3．叢　　生

A3-01　Angle ClassⅠ叢生症例

泰間康平 （滋賀県）

A3-02　上下顎前歯唇側傾斜を伴う AngleⅠ級叢生症例

石川敬一 （京都府）

A3-03　上顎前歯部に反対咬合を持つ叢生症例

木村長穂 （大阪府）

A3-04　鋏状咬合を伴うアングルⅡ級叢生症例

蛭川幸史 （三重県）

A3-05　下顎右側第二大臼歯の萌出不全を伴うアングルⅡ級叢生症例

藤田恭子 （大阪府）

A3-06　鋏状咬合を伴う叢生症例

高島麻理子 （大阪府）

A3-07　上顎左側犬歯の唇側転位を伴う叢生症例

三宅泰貴 （中日本矯正歯科医会）

A3-08　アングルⅠ級叢生症例

森　重樹 （京都府）

A3-09　AngleⅠ級叢生症例

宮原隆史 （愛知県）

4．上下顎前突

A4-01　上顎左右第二大臼歯抜去を行った成人の Angle ClassⅡ上下顎前突症例

小林里奈 （愛知県）

5．開　　咬

A5-01　叢生を伴う Angle ClassⅠ開咬症例

浅井　麦 （岐阜県）




